
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宝永３（１７０６）年に正観音堂に奉納された縦７１㌢×横８５㌢の絵馬で、 

若い夫婦の「高砂の図」は珍しく貴重なものです。 

  絵師の常定については不明ですが、やわらかでふくよかな描線や、あでやかな 

着物の模様に、浮世絵の影響が見られます。 

 

 

 

 

 

 

田村市指定有形民俗文化財 

         絵馬
え ま

「高砂
たかさご

の図
ず
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